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１ 研究テーマ 

叙述を根拠に自分の考えをもち、適切に表現する力の育成 

 

２ 研究テーマについて 

 (1) テーマ設定の意図 

   学習指導要領（平成 29年告示）では、国語科の思考力、判断力、表現力について「日常生活にお

ける人との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う」ことを目標としている。これま

での学習で本学級児童は、相手の話を最後まで聞くことが不十分で、話の途中で質問したり、発言し

たりする姿が多く見られた。そのためか、自分の考えを友達に伝えたいという気持ちが弱い。また、

積極的に発言する児童は多いが、理由を問うと「なんとなく。」「ただそう思った。」と、自分の考え

に根拠を入れて発言することができない。 

そこで、児童に、「相手に自分の考えを理解してもらうにはどうしたらよいか」を考えさせるため、

当校の研究主題である「主体的で対話的な学びの育成」にある「主体的」を基盤とした学習課題の設

定に努めたい。児童が主体的に学ぶ中で表現活動を充実させ、根拠をもって適切に表現できる姿を目

指した。 

 (2) 研究テーマに迫るために 

様々な表現活動を取り入れ、自分の考えを表現させることで、児童が周りから「認められる」「受

けとめてもらえる」という安心感が、さらに表現しようとする態度が育まれると考える。そこで今

回は、主に 2つの表現活動に力を入れた。 

① 「話す」では、「話し方・聞き方」スキルの指導を継続的に行い、関わり合うスキルの育成を

図る。その上で言語的活動の充実を目指す。また、教科書の本文に線を引いたり、書き込みをし

たりすることで、自分の考えに理由をもつための手助けにする。 

② 「書く」では、ノートの書き方指導を行う。特に「振り返り」で時間を十分に設けたり、児童

が友達との学習の中で学んだことや感じたことを、自分の言葉で書かせたりすることで、表現す

ることに抵抗を減らしたい。表現活動を日頃から行うことで、児童の語彙数を増やし、より豊か

な表現ができるようになることを目指した。 

 (3) 研究テーマに関わる評価 

・「話す・聞く」「書く」について、単元前後、児童の授業アンケートで肯定的評価が上がる。 

・「振り返り」で、友達についての記述が増える。 

 

３ 単元と指導計画 

 (1) 単元名 人物の様子を思い浮かべながら読もう「おとうとねずみチロ」 

 (2) 単元（題材）の目標 

   場面の様子に着目して、人物の行動を具体的に想像し、自分の体験と結びつけて感想をもつことが

できる。 

 



 (3) 単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

・身近なことを表す語句の量を増やし、話

や文章の中で使うとともに、言葉には意

味による語句のまとまりがあることに気

付き、語彙を豊かにしている。(1)オ 

・語句のまとまりや言葉の響きなどに気を

付けて音読している。(1)ク 

・「読むこと」において、場

面の様子に着目して、登

場人物の行動を具体的に

想像している。◎C(1)エ 

・進んで人物の様子を思

い浮かべながら、学習の

見通しをもって話の内

容や感想を伝え合おう

としている。 

 

 (4) 単元の指導計画と評価計画（全 10時間、本時 8／10時間） 

次 

(時数) 

学習内容 学習活動 主な評価規準と方法 

1次 ・学習の見通しをも

つ。 

◎お話の感想を書こう。 

 

 

態度初読の感想をもち、友達と

交流することができる。【ノー

ト】 

2次 

（7） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・物語の大体の内容を

捉える。 

・第一場面のチロの様

子を思い浮かべる。 

 

・第二場面のチロの様

子を思い浮かべる。 

 

・第三場面のチロの様

子を思い浮かべる。 

 

・第四場面の様子を思

い浮かべる。 

 

・第五場面のチロの様

子を思い浮かべる。 

 

・チロのどのようなと

ころがすごいか交

流する。【本時】 

◎誰がどんなことをしたのかな。 

 

◎第一場面、おばあちゃんからの

手紙が届いた場面のチロのすご

いところはどこかな。 

◎第二場面、木のてっぺんに立つ

までの場面のチロのすごいとこ

ろはどこかな。 

◎第三場面、おばあちゃんにお願

いしたときの場面のチロのすご

いところはどこかな。 

◎第四場面、おばあちゃんからチ

ョッキが届いた場面のチロのす

ごいところはどこかな。 

◎第五場面、おばあちゃんにお礼

を伝えた場面のチロのすごいと

ころはどこかな。 

◎チロのいちばんすごいところは

どこかな。 

知･技それぞれの人物の行動に

ついて、叙述をもとにまとめら

れる。【ノート】 

知･技語句のまとまりに気を付

けて音読できる。【音読】 

思・判・表チロの行動や会話文か

ら場面を想像して、チロのすご

いところを見付けられる。【ノー

ト】 

 

 

 

 

 

 

 

 

思・判・表チロのどのようなとこ

ろがすごいか伝え合うことがで

きる。【ノート】 

3次 

（2） 

・お気に入りの本の人

物を紹介する。 

◎図書室の本から 1 冊選び、紹介

カードを作ろう。 

思・判・表主人公の行動や会話文

から、すごいところを見付けら

れる。【紹介カード】 

 

 

 

 



４ 単元（題材）と児童 

 (1) 単元について 

   本単元の重要指導項目は、学習指導要領における［思考力、判断力、表現力等］「C読むこと」（1）

エ「場面の様子に着目して、登場人物の行動を具体的に想像すること。」である。児童はこれまで、

物語はいくつかの場面でできていることや、物語を読むときには、誰が出てきて、どのようなことを

したのかを確かめながら読むことを学習し、自分だったらどうするかを考えてきた。それらの経験を

踏まえ、本単元では、登場人物の様子や心情を表す叙述をもとに、物語の中心となる人物の行動を具

体的に想像する力を身に付けることをねらいとする。そのためにも、様子を表す語句の知識を増や

し、人物の様子が分かる言葉を捉えられたり、語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて、人物の

様子を思い浮かべながら読み進めたりできるように促したい。また、本単元を通して、中心人物の

「すごさ」を見付けることで、児童が日常でよく使用する「すごい」のなかに含まれる多様な意味に

も気付かせ、言葉の意味の深さを学ぶ機会としたい。 

 

 (2) 児童の実態 

   図書室に行くと、自分のお気に入りの本を探し、読書を楽しむ姿が多く見られる。中には、本の中

の挿絵やクイズだけを楽しむ児童もいる。そのような児童も、読み聞かせになると、物語の世界に浸

り楽しんでいる様子である。 

国語の学習では、教科書本文を目で追って音読する児童、指を使いながら音読する児童が、それぞ

れ半分くらいいる。また、読むときに言葉のまとまりではなく、一文字ずつ読む児童も数名いる。校

内の読書旬間に合わせ、単元のゴールを「自分のお気に入りの本の主人公を紹介しよう」に設定し、

意欲的に学習できるようにする。 

   考えたことを友達と伝え合う活動を通して、同じ意見をもっていることに気付いたり、異なる意見

に触れて「そういう意見があったのか」と考えを深めたりすることができる児童がいる。一方で、自

分の考えを発表したい、早く自分の番になってほしいという気持ちが強いあまり、友達の意見を聞こ

うとしない児童もおり、友達の考えに耳を傾けることのよさを感じられるようにしたい。また、友達

に自分の考えを理解してもらうには、どのようにしたらよいか、分かりやすく伝えるために根拠を入

れて伝えることの大切さを気付かせた上で、自分の考えを表現させたい。 

 

５ 本時の展開（令和６年 10月９日実施） 

 (1) ねらい 

場面の様子や人物の言動から、主人公チロのすごいところを捉え、伝え合うことができる。（思考・

判断・表現） 

 

 (2) 展開の構想 

  ① 自力読みの蓄積 

場面ごとに感じたチロへの思いを、児童一人一人が付箋で教科書に貼っておく。そうすること

で、付箋が学びの蓄積となり、本時の課題解決のための手段として活用できると考える。 

 

 



  ② ペア活動 

自分の考えを伝えることに抵抗をなくし、全体共有で積極的に意見交換できるようにするため

に、全体共有の前にペア活動を行う。 

 

 (3) 展開 

時 間

(分) 

○学習活動 ◎教師の働き掛け 

・予想される児童の反応 

□評価○支援◇留意点 

導入 

5 

○前時を振り返

る。 

○本時の課題をつ

かむ。 

◎前時までの学習の掲示物を見せながら、

本時の課題につなげる。 

 

 

 

 

◇見通しをもてるようにす

るために、「単元の学習の

流れ」「前時までの学習」を

掲示しておく。 

展開 

30 

○前時までに見付

けたチロのすご

いところを確認

する。 

○チロのいちばん

すごいところを

見付ける。（個

人） 

○自分と友達の考

えを比較する。 

 

 

 

○叙述を根拠に、

チロのすごいと

こ ろ を 発 表 す

る。 

◎一斉音読するよう指示する。 

 

 

 

◎個人思考を促す。 

・自分だったら、チロみたいに 1人で行動

できないから、第二場面の走り出したと

ころが、かっこよくてすごいと思う。 

◎ペア活動を促す。 

・ぼくは、第二場面の木に登って叫ぶとこ

ろにしたよ。チロは小さいのに勇気を出

して大きな声を出していてすごいと思

った。 

◎全体で共有する。 

・わたしは、チロがチョッキをもらって終

わりじゃなくて、第四場面のおばあちゃ

んにお礼を言うところが、優しくてすご

いなと思ったよ。 

 

 

 

 

◇前時までの学習の経験か

ら、見付け方を児童自身に

選択させる。 

○見付けられない児童には、

教科書に貼ってある付箋

頼りに、主人公と自分とを

照らし合わせながら考え

させる。 

 

思・判・表 チロの行動や会

話文から場面を想像して、チ

ロのすごいところを見付け

る。【ノート】 

 

まとめ 

10 

○まとめる。 

 

○振り返りを記述

し、友達と読み

合う。 

・チロには、「かっこいい、勇気がある、

やさしい」のすごいところがある。 

・□□さんの見付けたチロのすごいとこ

ろが素敵だった。 

・△△さんの考えに納得した。 

 

 

 

 

 (4) 評価 

  ・ 場面の様子に着目して、中心人物のすごいところを表現できる。  【思判表 ノート】 

  ・ 場面の様子に着目して、中心人物のすごいところを伝え合っている。【態度  ノート】 

 

 

 

課題 チロのいちばんすごいところはどこかな。 



６ 実践を振り返って 

(1) 授業の実際（指導の実際） 

  ① 物語の大体の内容を捉え、場面ごとの主人公の様子を思い浮かべる。 

    まず、単元のゴールを共通理解し、教材文「おとうとねずみチロ」から、主人公の言動のすごい

ところを見付ける。２次の場面ごとの読み取りでは、根拠となる文章に付箋を貼って読み進めた。

また、自分の考えと友達の考えの区別ができるようにするために、自分の考えは赤色、友達の考え

は青色の付箋を用いた。 

    ２次の７時間目は、物語全体での主人公のすごいところを見付ける際に、これまでの学習で使

用してきたノート記述と付箋記述を児童に選択させ活動を行った。 

  ② 自分のお気に入りの本を紹介する（第３次） 

    本単元の間に、児童は授業や読書時間で、自分のお気に入りの

本を見付け記録した。３次１時間目は、その記録の中から１冊選

び、主人公のすごいところに付箋を貼った。また、選んだ本を友

達に読んでもらい、友達からも付箋を貼ってもらった。２時間目

には、紹介するところを決めて、タブレットでポップを作成した。

１時間で完成予定だったが、作成に２時間かかった。 

 

(2) 研究テーマに関わる評価 

  研究テーマに関する評価結果は以下のとおりである（表１）。 

表１ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「自分の考えを書くのが好きか」では、単元終了後には肯定的な評価が93％から86％に下がった。

単元を通して活動の中でノート記述より付箋貼りを選択する児童の姿が見られた。自分の考えを文

章で書くより、付箋にメモ程度の簡単な言葉で表す方が、抵抗なくできると感じているのではないだ

ろうか。 
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② 「ペアで自分の考えを話すのは好きか」では、単元終了後には肯定的

な評価が67％から81％に上がった。また、毎時間の振り返り活動でも、

友達に関する記述が増えた（図１）。一方で、「全体の前で自分の考えを

話すのは好きか」では、肯定的評価が100％から86％に下がった。自分

の考えを発表するだけで良かった頃と比べ、自分の考えに理由や根拠

を入れて話す活動が増えたことで、難しいと感じている児童が多くな

ったことによるものと推察される。 

③ 「友達の考えを聞くのが好きか」では、肯定的な評価が73％から81％

に上がった。また、児童に「本単元を通しての成長」を自由記述で振り

返らせた。「友達のすごいところ、良いところを見付けられるようにな

った。」と記述していた児童が半数以上おり、このことからも児童が友

達の話を聞こうとする姿勢が育ってきていることが分かった（図２）。 

(3) 今後の課題 

① 自分の考えに根拠を入れて表現すること 

   今回は、ノート記述と付箋貼りを児童に選択させて活動を行った。           

付箋貼りを選択する児童は、話すとなると付箋のメモから発表しなけ

ればいけないため、困難に感じている児童が多く見られた。そのため、

自分の考えに理由を入れて話す手本や型を提示したり、日頃から練習 

したりする必要がある。また、児童によって習得している語彙数が異

なるため、日常的に、「書く」「話す」などの活動を取り入れ、自分の考

えをアウトプットさせることが、語彙数を増やすことに繋がると考え

る。そうすることで、表現方法の幅が増え、自分の考えを言葉で表現

できるようになるのではないかと考える。 

 ② 児童同士の表現し合うことへの意欲付け 

   児童の振り返りでは、友達に関する記述が増えていたが、アンケー

トの意欲面では否定的な評価が多かった。振り返りを書かせた後、共有する時間を充分に確保でき

ていなかったことが原因ではないかと考える。振り返りを発表する場があると、友達が自分のこと

を書いていることに喜びを感じることができ、意欲に繋がる。今後は振り返りの共有の時間を設け

ていきたい。 

   また、児童が友達の考えを聞きたいと思うような課題設定が必要であったと考える。自分の考え

をもつだけでなく、友達の考えを知りたくなるような課題であれば、児童は意欲的に友達と関わる

姿が見られたのではないだろうか。児童の興味関心に刺さるような課題設定ができるよう、物語単

元では、児童のつぶやきや初発の感想を大切にし、授業づくりを行うことが大切であると考える。 
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